
昭和抱5年東京都下の限定地域における豚。年の 

日本脳炎感染状況について  

羽生 華 中島男三 島日直吉 菅原兼太郎  

2．材料と方法  

【）供試家畜、当場で生産飼育中の生後5カ月   

以後の無抗体の豚および牛で乗－1のとぉ少で  

ある0豚については、4～5月はNO、1～NO．9   

までを供試し、7月以降はNO．1・0－NO．14   

までの麻を供試した。  

1． はじめに  

都下の限定地域における家畜の日本脳炎（以下  

日脳と略す）感染の実態を赤血球疑集抑制qj．Ⅰ）  

抗体の消長を指標として調べ、人の日脳増幅抑制   

対策および豚の死流産予防対策を立てる上での基   

礎資料をえて、家畜の生産阻害要因の除去覆らぴ   

に公衆衛生面における畜産公害の防除につとめる。  

表－1  供試家畜  
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（カ 飼養管理   

当場の一般慣行による。   

6）血清疫学調査  

表Ⅶ2 採血状況  

僕試家畜を下記のと・おケ、豚は前大静脈から↓牛  

は頸静脈から採血して、HI試験およぴタイルス   

分離を試みた。  

採  血  月  17月  8月  9月  10月  12月  

採  10′－15  月1匝ト ′  

〝   〝   〝  〝   〝  

週1回  

8  適5回  

月2垣  月2回              血 回 数  豚 牛        下旬¶司  週′1■ 過†回  

〝  週1同   〝  〝  

羊ニー  
1）  

H王試験には採血後、分離血清として－20℃  
り  

に保存したG血清材料はアセトン処理による予   

研法に準じて試験を行なった。  
1）   

ウイルス分離は採血後ヘパリン血奨としてド   

ライアイスボックスに保存、HI抗体陽性前の   

1週間以内のへバサッ血奨の0．02爪gを哺乳マ   

ウスに脳内接種して、14日間観察した。発症   

マウス脳は、ドライアイスボックスに保存し、   

P．B．S液で10倍乳剤として哺乳マウスの  

脳内に0．02仇」ダつ接種継代した。  

供試家畜の体温測菜は、午前9時、午後2時  

50分の2回搾行なウた。  

5．試験成績  

炸）豚の日脳HⅠ抗体陽転時期上とその消長  

豚の日脚i王抗体揚転時期と一班）消長および陽性   

■■＝率を示すと園－1、因－2、封よ’び図－－5のとぉ  

りである。HI抗体価が材性を示し始めたのは  

9月21日で、10月17日忙Jさら把1頭が  

陽性となった。オトリ應の陽性率は40％以上  

にならなかった。′  

HI価  
NO．1ト▼1  
NO．2〔L－－「∴  

NO．5 △▲＿ J  
NO・4←一≠  

図－1 豚の日本脳炎HI抗体価の消長  
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園一2 豚の日脳HI抗体陽転時期とその消長  
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】〔、 国－5 各時期における原の日脳IlI抗体陽性率  
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）牛の日脳月 2日から10月の17日せでの期間におぃて、  

牛の日脳nⅠ抗体億を図示すると図－4－1  すべて陰性であった。  

おょび4二一2のとぉ少で、供試牛9扇が、d月  

†  

図－4午の日脳HI抗体湯転時期とその消長   
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6）ウイルスの分儲  できた。ウイルスの分離状況を示ナと表－るおエ   

日脳HI抗体が陽転したオトリ蕨2頭申1頭  び、図－5のとかめである；  

（ⅣD．15）から、ウイルスを分離することが  

表－5 豚よ♪の日脳ウイルスの分娩  

囲－5 腰よ身の日脳ウイル嘲誰  

NO・15豚9即4日 陽転5日前  NO．15豚 9月14日隈7日前  
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オトリ殊NO．15の体温、HI抗体陽転時期、   

ウイルス分離との関係を図示すると図－5のとお  

少である。lII抗体陽転7日前のへノ〈リン血奨か   

らウイルスを分離ナることができた○またこの分   

離ウイルスは未同定であるが分灘摺れた豚のHI  

抗体の推移、分離時期、封よび赤血球凝集反応に  

よ少日脳ウイルスと考えられた。体温はウイルス   

分梅当日の9月14日と1翌日の9月15日に40．5   

℃～40．9℃忙上昇した。  
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図－d オトり豚耶0．15）の体温とウイ・ルス血症出現、HI抗体等の関係   
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4．考察  

鱒和45年の東京都下の限定地域において、し   

かも同一場所で、牒、牛の日脳自然感染時期と感   

染状況を適確に把趣ナるために、1経歴の明か夜無   

抗体のオトリ豚およぴオトリ牛を用いて、経時的  

にウイルス血症、汀Ⅰ抗体陽転時期について調べ  

た結果、HI抗体が陽性を示したのは豚のみで、   

牛はぃづれも陰性であった。  

豚にHI抗体が現れ始めた時期は9月21日で  

前年の44年に比べて約1カ月遅れてお．り、オト   

り豚の陽性率は1・0月に入って40％とを少、そ   

れ以」二に上昇しをかった。しかしながら生後5．5   

カ月以。上の繁殖候補豚で流行前に陰性であったも   

のが10月に陽転した豚が10頭あったから、・そ  

れを合せると陽性率80％となる。これも44年   

忙HI抗休陽性率100％に比べると使ぃと考え   

られる。ぜたオトリ牛では供試牛9頭全部がHI   

抗体が陰性であったから、44年の陽性率8ス5％   

粍比べると、白磁の流行がいくぶん弱かったと考   

られる。日腹ゆ儲行の実態を知る上からも、豚だ   

けの感染状況よ少も、同時に牛の感染状況を調べ   

てみることがよ力布効と考えられるので今後引続   

き、∴豚、牛の感染状況を同時に調査して日脳の流   

行状況の把撞に資したい。  

また今戎の日脳の削摘行の存在を調べるた  

めに、本年は4月かちオトリ豚を供試して調べた  

が、4月8日から8月511ヨせでの期間中は、HI  
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から、オトワ豚を採血して、HI抗体を調べたが、  

4＿8月下旬まで‘陰性で、為らのいう第1次流  
行の存在を確認でき夜かった。  

匂）これらの成磨から、豚の日脳把エる死流産お．  

エび増幅抑制のための予防法射は、東京近郊では、  

日脳勾流行が、毎年遅れていることを考慮に入れ  

て、7月下旬せで陀終ることが必要である0  

以上の成頂は、都下の限定地：眈で、しかも同一   

場所把おける豚、牛の日脳感染状況を調べたもの  

であるが、今後さらに数年にわた少継続的に調べ  

て、巳脳の感染状況を適確忙把握して、豚の死ご流  

産予防対策や、人の日焼増幅対兼に賀したい。   

終ゎに監み、実験に当少、種々御懇篤宏る御指  

導と本橋の御相関を頂ぃた農林省家畜衛生試験士雛）  

藤崎健次郎先生、種々御便宜を計って頂いた日生  

研官本猛、竹原孝一両先生ならびに実験の機会を  

支えて頂いた宮川場長に渓謝いたしせす○  

抗体は陽性に覆らをかったので、日脳の第1次流  

行の存在はみとめられなかった。  

せた豚の日脳ウイルス分離から、  

までの日数は7日てあったから、大  

内とhう成東と一致している0  

5．せとめ  

抗体陽転  
の1週以   

昭和45年の東京都下の限定地域で、しかも同  

一場所で、日脳自然感染時籾と感染状況を適確に  

把握するために、経歴の明かを無抗体のオトリ豚  

おエぴオトリ牛を用ぃて、経時的把ウイルス血症、  

RI抗体陽転時期について調べた。えられた結果  

はつぎのとぉカである0   

（1）HI抗体が陽性を示したのは、豚のみて、   

牛ではオトリ会頭が陰性であった。  

豚にHI抗体が現れ始めた時期は9月21日  

て、前年の44年に比べて約1カ月遅れており  

オトリ豚の陽性率は18月に入って、40％と  

竜カそれ以上忙上昇しなかった。しかし孜がら  

生後5．5カ月以上の繁殖候補豚て流行前陰性で、  

1口月に陽転したもの10頭を合せると 全体  

の陽性率は8ロ％となった。「またオトリ牛では  

全頭がHI抗体陰性であった。日脳流行の程度  

を知るためにも、隊だけの感染状況を調べるこ  

とよタ、牛を同時に調べてみることが、よカー  

層有効であると考えられたo  

e）オトリ豚1頭のHI抗体陽転の7日前のへ  

ノヾリソ血奨から、日脳ウイルスを分離するとと  

ができた。体温はウイルス分灘当日おエび翌日   

に40．5 00－4D．900の上昇がみとめられ  

た○   

抄 日脳の第1次流行を調べるたゆに4月上旬  
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